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（日本酸化チタン工業会の主張） 

 
 貴社（貴協会）益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 
 平素は日本酸化チタン工業会（以下“当会”と称す）活動にご理解・ご協力を賜り誠に

ありがとうございます。 
さて、平成３０年（２０１８年）３月１２日に厚生労働省の第５回措置検討会が開催さ

れ、当会が昨年１０月に引き続き２回目のヒアリングを受けたことはお聞き及びのことと

存じます。今回のヒアリングは個社のノウハウに係わる情報を取り扱うことから、当会と

しては非公開での開催を申し入れておりました。 
しかしながら、顧客の皆様に当会のその主張を知って頂くことは非常に重要であるとい

う見地から、公開できない部分は除き情報提供させて頂くとともに当日の様子を下記に概

説することと致しました。 
引き続き当会へのご理解・ご支援を宜しくお願い致します。 

 
記 

 
１．酸化チタンのリスクは本当に高いか 
 発端は、厚生労働省が実施しているリスク評価検討会で酸化チタンが IARC 2B に分類さ

れていることから発がんの懸念があるとして評価対象になったことに始まります。即ち、

IARC 2B の物質として有害性が高いと判断された訳です。 
ご存じのようにリスクは有害性とばく露量の積で表されます。従いまして、酸化チタン

のリスクが高いか否かはばく露（今回の場合は個人ばく露量）が多いか否かによります。

個人ばく露量が多ければリスクは高く、それが少なければリスクは低いと考え方ができま

す。 
 酸化チタンの場合、ナノ酸化チタン及びナノ以外の酸化チタン（以下“顔料酸化チタン”

と称す）を製造又は取り扱っている事業所での個人ばく露量を測定したところ、二次評価

値より高いばく露量の結果が認められたため、酸化チタンのリスクは高いとされました。

その結果、何らかの行政措置が必要では無いかとのことから化学物質による労働者の健康

障害防止措置に係る検討会（以下“措置検討会”と称す）に議論の場が移り、平成２９年

（２０１７年）３月から措置検討会での議論が始まりました。 
 当会では措置検討会の進め方に対し、論点を整理した上での慎重な運営を要請していま

す。下記に個人ばく露と有害性両者の考え方を整理し、今後の進め方を皆様と共有したい



と考えています。 
 
２．未処理酸化チタンと表面処理酸化チタンの違い 
 酸化チタンには、ルチル形、アナターゼ形、ブルカイト形の３種の結晶形態があります。

このうち、工業的に利用されているのはルチル形とアナターゼ形のみです。ルチル形、ア

ナターゼ形ともに正方晶系に属し、ルチル形はアナターゼ形に比べて原子配列が緻密で物

理的性質もより安定しています。また、共に熱濃硫酸、フッ酸、溶融アルカリ塩には溶解

しますが、それ以外の酸、アルカリ、有機溶媒、水には溶解せず、化学的に安定な物質で

す。ナノ酸化チタンの定義は明確に規定されているわけではありませんが、平均一次粒子

径がおよそ 200～300nm のものを顔料酸化チタンと総称しているのに対し、一次粒子径が

約 100nm 以下のものをナノ酸化チタンと総称している場合が多いです。 
 顔料酸化チタン、ナノ酸化チタンそれぞれにルチル形とアナターゼ形の結晶形があり、

さらにそれぞれに対して表面処理有無の酸化チタンがあります。下記に系統的に示してい

るのでご参照下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 表面処理酸化チタンの表面特性は未処理酸化チタンのそれと全く異なります。次の表の

上段で表面処理有無の酸化チタンを用いて樹脂で分散した場合の分散性評価並びに塗料に

仕上げた場合の耐候性評価の違いを示しています。 
 表面処理を施すことにより酸化チタンの表面特性が変化し樹脂への分散性が著しく向上

していることが分かります。さらに塗料に仕上げた場合、表面処理酸化チタンを配合した

塗料の耐候性が著しく向上しており、これは表面処理を施すことにより酸化チタンの表面

活性が著しく低下したことを示しています。 
 下段には表面処理種の違いによる表面特性と表面電位を示しています。見てお分かりの



ように表面処理剤の種類でその表面特性が全く異なることがご理解頂けると思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なお、厚生労働省はシリカを例に表面処理品に関する【考え方】を平成２９年 
（２０１７年）８月３日に開示しています。ここでは結晶質シリカでも表面処理すれば

表示・通知義務の対象とならないことから、その危険有害性はなくなるということを示し

ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
３．個人ばく露について現状の整理と対応 
 有害性が高いとして IARC が 2B に分類したものは未処理酸化チタンです。顔料酸化チタ

ンではルチル形の未処理酸化チタン、ナノ酸化チタンではルチル形とアナタース形混晶の

未処理酸化チタンがラットの吸入試験により有害性が高く出ました。 
 しかしながら、厚生労働省のリスク評価書を詳細に調べてみるとナノ酸化チタン及び顔

料酸化チタンの個人ばく露測定結果で行政からの規制が必要となる二次評価値を超えてい

たのは、有害性が高いとされる未処理酸化チタンではなく表面処理酸化チタンであったこ

とが判明しました。その一方で未処理酸化チタンの個人ばく露データが無いまま措置検討

会が進められているという現状は好ましくないため、当会としては是正する必要があると

考えています。 
 第１回目の措置検討会の席上で説明致しましたが、未処理酸化チタンと表面処理酸化チ

タンではその物理化学特性を始め表面特性が異なるため、これらの有害性は必ずしも同等

とは言えません。それは前述の厚生労働省から開示された結晶質シリカに関する Q&A から

も明らかです。 
 当会としては、本来の測定対象である未処理酸化チタンでの個人ばく露データが無いた

め、当該酸化チタンに関するリスクは不明としか言えないと考えており、自主的に未処理

酸化チタンの個人ばく露データの取得に向けた議論を進めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．有害性について現状の整理と対応 
 酸化チタンの有害性が高いとの前提になっているのは IARC のデータです。そのデータ

の詳細及び問題点は当会ホームページの【酸化チタンのハザード分類に関する見解】で詳

しく解説していますのでご参照下さい。 
 国内での措置検討会での議論と時を同じくして、欧州でも酸化チタンの発がん分類につ

いて議論されています。昨年 ECHA（欧州化学品庁）の RAC（リスク評価委員会）は酸化



チタンの発がん分類区分を【２（吸入）】との Opinion を発出し、現在 EC(欧州委員会)に
議論の場が移っています。RAC Opinion は下記 URL でご覧頂けます。 
https://echa.europa.eu/documents/10162/682fac9f-5b01-86d3-2f70-3d40277a53c2 
この Opinion の中ではラットにがんが発生したのは化学物質としての酸化チタンに起因

したわけでは無く、PSLT（難溶性の低毒性物質＝粉じん）として対処しなければならない

としています。これは非常に重要な結論であり現在欧州では酸化チタンと粉じんをどのよ

うに扱うかの議論が行われています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国内では酸化チタンは有害性が高いとの前提で議論が進んでおりますが、その根拠は粉

じんをラットに過剰量投与したときに見られる肺症状によるものであり、ヒトの作業環境

に適用するには無理があります。当会は欧州での進捗も参考にした上での措置検討会の慎

重な運営及び行政判断を申し入れています。 
 
尚、第５回措置検討会資料で公開できない部分以外は添付資料にて情報提供しておりま

すのでご参照下さい。また、本件に関しましてご意見やご質問などがございましたら遠慮

無くお問い合わせ下さい。 
引き続き皆様のご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます。 
 

以上 


